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中期経営計画のコンセプト・位置づけ

現在の
Stage

次の
Stage【当期 益：億円】

未来への
布石

過去最高益

200

直近2 で電 連投資、海外展開 の まきに 。
本中期経営計画の2 間 次の を
経営基盤を再 固 する。
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55
75

104

14 実績 15 実績 16 実績 17 計画 18 計画
近未来

これまでの
Stage

過去最高益

104 108

Moving 2014 Moving 2016 Moving 2018



中期経営計画のサマリー

営業 益

2018
定 計画 基本方針
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営業 益

185億円
当期純 益

108億円

ROE

9.0％以上

『未来の成 に、つなぐ』
収益基盤の再構築

『グループの人や機能を、つなぐ』
組織基盤の再整備



中期経営計画の定 計画

ROE

配当性向

104億円

2016 実績 2017 計画 2018 計画

当期 益 104億円 108億円

10.0%

30％

9.3%

30%

9.1%

30%

定

100億円
維持
9％
以上

30%

営業 益 197億円 165億円 185億円 －
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配当性向 30％
以上

30%
以上

30%
以上

投資計画

220億円営業CF 178億円 240億円

134億円 450億円
（2 計）

30%
以上

200億円
維持

450億円
2 計

原油 ―50USドル

為替

400USドル/MTCP価格 ―

―

間
レート

108.4円/USドル



18.5円円円円
16.0円円円円

20.0円 20.0円
22.0円

24.0円

32.0円 32.0円

25円

30円

35円
中間配当 期末配当 配当

50
配当

【配当方針】 な 定配当、中間配当と期 配当の 2回の配当

【配当性向】連結配当性向30％以上を指針

株主還元
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5

配当性向 42.7% 58.6% 46.8% 32.4% 30.5% 45.2% 36.3% 34.8% 34.8% 30%以上

1615141312111009 17
計画

18
計画



収益基盤の再構築
『未来の成 に つなぐ』

資産
最適化

収益

既存分野は 益性・成 性を した資産入替を
加速、一 新分野である は き 資 を増
やしつつ、資産リスク増加を し入替も進める。
（EXITポリシーの確 ）

市場縮小に伴う既存分野のマージン低下、

中期経営計画の基本方針 つのつなぐ

組織基盤の再整備
『グループのヒトや機能を つなぐ』

組織
強化

自

健全闊達且つ強固な事業グループ体の実現に向け
コミュニケーション ・リスク ・コンプラ体制等
グループ経営の基盤を再整備する。

様々な組織・ビジネス間でミッションを共有する仕組
みを作り、
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収益
向上

顧客基盤
開

市場縮小に伴う既存分野のマージン低下、
分野においても競争激化等に備え、

売上 益経 を に 益 を める。

既存分野の無形資産である顧客基盤に
電 ビジネスを横軸展開させ、
未来小売志向で顧客基盤を拡大。

6

自
人材育成

ENEX
EARLY 
BIRD

みを作り、
自 に を つけ、提案、解決する人材を育
成する。

短時間に仕事パフォーマンスを発揮する
働き方実現
仕事の 向上、 時間 働 、
三位一体で取組む

収益基盤・組織基盤の を強化、未来へつなぐ。

経営基盤



基本方針：収益基盤（資産最適化）

石油, 

39%電 , 

27%

その他,

8%

石油,
23%

ガス,電 ,

, 

15%

その他,

3%

【2018 :計画】【2012 :実績】

6 間の
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ガス, 

26%

ガス,

25%

電 ,

34%

固定資産 1,267億円
営業 益 79億円

固定資産営業 益 ※※※※ 6.2％

固定資産 1,850億円
営業 益 130億円

固定資産営業 益 7.0％
※固定資産 益 = 営業 益÷固定資産

資産 を高 たポートフォリオ最適化



資産の
最適化

収益
の向上

収益
基盤

『ビジネス × 組織 × ヒト』がつながる ⇒ 共通ミッション『つなぐ 未来』である。

エネルギー
（石油・ガス・電 ）

近未来のありたい姿

顧客基盤
開

環境ビジネス
Moving
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の向上

組織
基盤

強化された
組織

自
人材

ENEX
EARLY BIRD

エネルギー＋環境ビジネス ⇒ 益200億円を る。
8

開
国内 アジア

Moving



セグメント別情報
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セグメント別情報



908 908

994

1,073

950

1,000

1,050

1,100

（売上高）

業績推移・計画（億円）

ホームライフ部門（HL）

主な施策・取組み

「顧客基盤」の維持・拡大・拡充
新収益ビジネス デルを

�既存事業の強化
‒ 2事業制（卸売/直売）を導入し、事業採算明確化によ

る生産性の向上
‒ 直売顧客基盤強化のための新規開発部隊の設置
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（営業利益）

908 908
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16 16 組換 17 計 18 計

‒ 直売顧客基盤強化のための新規開発部隊の設置
‒ によるコスト競争 の強化

�新収益事業の
‒ 2017 末 に 顧客軒 70,000軒
‒ 顧客 を ー ース化(ＣＲＭ)し、新規事業を展開

�

‒ アジアを中心とした海外事業による 拡大
‒ エリア特性を活かした複合的サービス構築による顧客満足

の向上

10

16 16
組換

17
計画

18
計画

16 16
組換

17
計画

18
計画



�発電事業の高 化
‒ を活 した自然エネルギー発電事業の強化
‒ 資産入れ替えとO&M事業の推進
‒ バイオマス発電事業の取組み強化

電 ・ ー ィリ ィ部門（PU）

主な施策・取組

電気と熱を通じた
新たなサービスを提供するオンリーワンな存在へ

業績推移・計画（億円）

657 657

843
908

600

800

1,000
（売上高）
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‒ バイオマス発電事業の取組み強化

�販売ポートフォリオの強化
‒ 他部 業 ート ーとのアライアンス拡大
‒ 全国8エリアにおける 向け 売の 展開

�付加価値の追求
‒ ・ の地域 合エネル ーサービスの提供
‒低CO2社会に向けた取り組み

11
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�組織改編と事業融合【LL部門】
‒ 全国を4事業部制とし、エリア特性に った を推進
‒ 石油製品に加え、地域社会に必要なサービスを複合的に提供

�新しい収益基盤の育成・ 【LL部門】

業績推移・計画（億円）

エネルギー・ 通部門（LL）（自 ビジネス ）

主な施策・取組み

地域ネットワークを通じて
事業 域を拡大し インフラを 業となる

5,112

7,404 7,631 7,718

6,000

8,000

10,000

（売上高）
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�新しい収益基盤の育成・ 【LL部門】
‒ する ビジネスの 、化 品等新 の取 等
‒ 既存CSインフラへ地域ニーズにマッチしたサービスの併設

�石油事業【LL部門】
‒ 採算SSからの撤退と資産圧縮
‒ リテールサポート の 実と ース ラン の確

�ディーラービジネスの深化【日産大阪】
‒ 「 経営」「コスト 」「マネジメントの 向上」を

推進し、外部環境の変化に対応する
‒ 「顧客基盤を守り、増やし、育てる」

42 
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�既存事業の強化
‒ リューチ ーン（ 売・ ・仕入）の 化
‒ リスクマネジメントの強化

産業エネルギー・ 通部門（IL）

部門ポートフォリオの再構築

3,614

1,321

2,117 1,946
2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

（売上高）

主な施策・取組業績推移・計画（億円）
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�事業基盤の拡大・再構築
‒ 既存ネット ークの ・ 生ビジネスの
‒ ファシリティマネジメントの体制構築

� ・新 組案 の
‒ 環境リサイクルビジネス（再生油・フライアッシュ）の推進
‒ 国産バイオジ ット への参画
‒ 国内外 資

39 
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資 の内容につきましては細心の注意を払ってはおりますが、掲載された情報の誤りおよ
当資 に掲載された情報に基 いて ったいかなる についても、当社 情報

提供 は一 を いか ます。

また、当資 に 載されている当社の現 の計画、 な は、当社が現 で入
な情報を基 として作成した しであり、 れらの には、リスクや 確

な要 を でおります。そのため、実 の業績につきましては、 載の しと大き

（１）ご注意（１）ご注意

な要 を でおります。そのため、実 の業績につきましては、 載の しと大き
なる となる とがあり ます。 って、当社として、その確実性を 証するもので

はありませ のでご さい。

（２）問い合わせ先（２）問い合わせ先
伊藤忠エネクス株式会社伊藤忠エネクス株式会社
経営企画部経営企画部 コーポレート・コミュニケーション室コーポレート・コミュニケーション室
【TEL】03-6327-8003 【FAX】03-5562-1302
【E-MAIL】enex_irpr@itcenex.com


